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01
求める人材像



Part01　求める⼈材像 国⽴⼤学法⼈富⼭⼤学の事務系職員⼈事⽅針より

（２）富⼭⼤学の発展及び地域貢献のために働く強い意欲がある方

（１）専⾨的能⼒と幅広い視野を持ち、国⽴⼤学を取り巻く社会環境の変化に機動的に対応できる方

（３）組織として仕事をするうえで重要となるコミュニケーション能⼒及び協調性を備えた方



PART

02
業務紹介



○総務
　総務、会議運営、広報、式典・行事、
　情報公開、規則管理、危機管理

○企画・評価
　将来計画、大学改革、
　中期目標・中期計画、評価

○人事
　人事管理、勤務時間管理、
　給与・諸手当、研修、
　労務・安全管理、福利厚生

○財務
　予算の編成・配分・管理、決算、
　財務分析、国への概算要求、資金運用

○経理
　授業料等の収納、支出金の支払、
　旅費計算、債権管理

○契約
　教育研究物品等の発注調達

○教務
　カリキュラム編成、学籍・成績管理、
　履修指導、教育方法の改善支援

○学生支援
　学生相談、生活指導、就職支援、
　課外活動支援、経済支援、留学支援

○入試
　入学試験、入試方法の改善、
　入試広報、学生募集、高大連携、
　オープンキャンパス

○研究推進
　研究戦略、競争的資金獲得支援、
　研究不正防止・研究倫理教育

○社会連携
　産学官連携支援、
　共同研究・受託研究契約、
　知的財産、地域連携、公開講座

○国際交流
　協定締結、研究者の受入・派遣、
　国際戦略の企画

○総務・人事
　地域医療連携支援、医療人材育成、
　医療安全

○経営管理
　病院経営管理、医薬品等の発注調達

○医療サービス
　診療報酬請求、外来・入退院窓口、
　医療相談、医療情報管理、
　料金収納、診療債権管理

総　　務　　系 会　　計　　系 学　　務　　系

研　　究　　系 医　　事　　系

分野別業務内容Part02　業務紹介



〇担当している職務について
　大学のIR（Institutional Research、学内のデータを収集・分析し、大学の意思
決定等を支援するための活動）に関する業務をしています。過去のデータを掘り
起こしたり、各部署に照会したりして、データを収集し、グラフで推移を可視化
することに取り組んでいます。課としては、今年度は国立大学法人評価の中間評
価の年であるため、必要な書類の取りまとめ・作成が今年度の主な業務になりま
す。
　業務を通して、大学がこれから目指すビジョンや、その実現に向けた様々な取
組、実績を知ることができるところがおもしろいと思います。

〇富山大学職員の魅力について
　大学=学生との関わり、というイメージが強いかもしれませんが、それ以外の
仕事もたくさんあります。人事異動により配属先が変わると、全く異なる業務を
することになるので、そのたびに新鮮な気持ちで仕事ができるところが、大学で
働く魅力の１つだと思います。
　業務でわからないことや迷うことがあっても、先輩職員の皆さんが気にかけて
くださり、すぐに相談できるため、安心して進めることができます。

総務系の仕事
（総務部企画評価課）

Part02　業務紹介 職員の仕事紹介



〇担当している職務について
　私のチームでは主に「附属病院の物品等に関わること」を担当しています。附
属病院に勤務する医師やコメディカルが、患者さんの検査や治療を滞りなく行う
ために必要な、医薬品・医療用消耗品等を調達する大切なお仕事です。
　日々の業務では、物品発注や支出決議書作成のほか、業者さんとの価格交渉
や、棚卸の検証などのデータ処理も行います。以前の部署（総務系）に比べる
と、業務内容が明確なところや、締め切りがある分メリハリを感じられる点が特
に違うなと感じています。

〇富山大学職員の魅力について
　「自分の仕事の仕方」を大切にできるところが魅力だと思います。私が所属す
る課では、始業時間になるとそれぞれのスケジュール感で、各自仕事に取りかか
ります。若手の意見も通りやすく、担当となった業務のウエイトを自分で決める
ことができるから、取り組み次第で業務改善に繋がるところも、本学の良いとこ
ろだと思っています。逆に言えば、計画性をもって取り組まないと、いつまでも
業務が終わらなくなってしまうので、スケジュール管理能力は必要かもしれませ
んね。

会計系の仕事
（財務施設部経理第二課）
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Part02　業務紹介 職員の仕事紹介

〇担当している職務について
　主に留学生の受入れに関する業務を担当しています。
　交換留学に関する協定校との調整や、留学生の奨学金受給に関連して
文部科学省や日本学生支援機構とやりとりをしています。
また留学説明会（日本・海外）への参加し富山大学について説明したり、
窓口で留学生の相談を受けたりと、英語を話す機会が多くあります。
　
〇富山大学職員の魅力について
　富山大学職員として働く魅力は多岐にわたります。
まず、休暇の取りやすさが挙げられます。職員は柔軟な勤務体制をとることがで
き、ワークライフバランスを保ちながら働くことができます。
　また、私の勤務している国際課は常に活気に満ちており、世界中からの留学生
や研究者等との交流が日常的に行われています。
　多文化環境での業務は刺激的であり、国際的な視野を広げる絶好の機会となり
ます。
　さらに、職員同士の協力体制がとてもいい良いと感じていて、チームワークを
重視した職場環境が魅力です。
　みなさんと一緒に働ける日を楽しみにしております。

学務系の仕事
（学務部国際課）



研究系の仕事
（研究推進部研究振興課）

Part02　業務紹介 職員の仕事紹介

〇担当している職務について
　私の係では、外部資金の申請や提出書類の確認、受入れ手続き等、外部資金の
獲得支援業務を担当しています。申請書の確認や研究者情報の登録のほか、研究
資金の贈呈式や研究成果の報告会の開催、公募説明会の実施等業務内容は多岐に
わたります。
　最近では、担当している県の補助金事業の公募説明会の実施に向け、県の職員
の方と打合せを行なっています。より多くの研究者に興味を持ってもらえるよ
う、説明会の内容だけでなく、ポスターの内容や周知方法等の細かい部分まで、
意見を出し合い決めていきます。
　外部機関とのやりとりが多くあるため、優先順位を踏まえたスケジュール管理
を行うことを意識しています。
　
〇富山大学職員の魅力について
　数年単位で人事異動があり、所属により多様な業務経験積むことや新しい知識
を学ぶことができるところが魅力だと考えています。異動により業務内容も関わ
る人も変わり、新たな発見や出会いにもつながります。今の部署に配属されて特
に印象的だったのは、医薬品関係の研究資金の担当をしていて、その業務の中で
医薬品の開発プロセスを学べたことです。慣れない業務に苦労することもありま
すが、そのぶん自分自身の成長を感じられる機会がたくさんあり、やりがいを持
って働くことができます。



〇担当している職務について
 　私の係は「病院統計分析係」と言い、名前の通り病院の経営に関して、様々な
データを基に目標の設定や、課題の洗い出しなどを行っています。
 　今行っている主要な業務の一つとして「病院長診療科訪問」があります。
病院長（写真左）と共に各診療科へ訪問し、昨年度までの業績の振り返りや意見
の収集、今年度の目標をお伝えする業務です。日程の調整や手配、資料の魅せ方
の工夫など、診療科ごとに作業が異なるため毎日資料作成に必死です！
 　前の課から異動をしてきて、今まで関わることのなかった方々と関わること、
自分で作成した資料を基に病院経営陣の方々と打合せできることが仕事をする上
での今のモチベーションになっています！

〇富山大学職員の魅力について
　職員間の距離が近いところが魅力だと思います！若手職員を中心とした飲み会
や、全職員対象のスポーツ大会等も行っているので、そういった会からコミュニ
ティを広げることができます。（もちろん強制ではないのでご安心を！）
　私自身、入職当初は仕事場で仲良く（…？？）と考えるタイプでしたが、今で
は世代や課は関係なく、いろんな方と仲良くさせていただいています！
同期に至っては一緒にライブや旅行も行くくらい仲良しです！

医事系の仕事
（杉谷地区事務部経営管理課）

Part02　業務紹介 職員の仕事紹介
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Part03　キャリアパス・各種制度 キャリアパス



日本学術振興会ストラスブール
研究連絡センターinフランス

〇担当している職務について
　 2025年４月より、日本学術振興会の海外研究連絡センターの１つである
ストラスブール研究連絡センターにて副センター長の職に就いています。
当センターでは、日本と管轄国であるフランスやイタリア、スペイン等と
の学術の国際交流促進を目的とし、大学等における事業説明会の実施、研
究者（在仏・在欧日本人研究者を含む）のネットワーク構築支援、シンポ
ジウム等の開催、各国の学術動向の収集などの活動を行っています。
　センター運営に係る事務全般を担当しており、訪問先大学や関係機関と
の連絡調整、会議やイベント等の開催に関する業務、出張手配、センター
運営費の資金管理など、業務内容は多岐にわたります。

〇人事交流先ならではの経験について
　 全国の大学や文部科学省をはじめ各省庁、研究機関等から出向されてい
る方々と一緒に仕事をしたり、管轄国の研究者や学生と情報交換をしたり
する機会が多くあります。多種多様なバックグラウンドを持つ人との交流
を通じて考え方が広がりますし、英語力はもちろんのこと国際的なコミュ
ニケーション力を鍛えられます。

人事交流・研修等

これまでの職歴

～H31.2　前職
H31.4　　人社系学務課
　　　　　（人文学部担当）
R2.4　　   人社系学務課
　　　　　（教育学部担当）

Part03　キャリアパス・各種制度



⽂部科学省⾏政実務研修生

〇担当している職務について
　研究振興局学術研究推進課の指導係と調査・普及係に所属しています。
（※科研費…研究者が学術研究を行うための公的資金）
＜指導係＞
　科研費に係る研究不正のあった機関から提出された報告書を精査することで、
公正かつ妥当な調査が行われているかを確認しています。研究の透明性を守ることは、
学術研究の信頼性を維持するうえで不可欠なので、社会的責任を感じ、やりがいがあります！
＜調査・普及係＞
　科研費への応募資格を有するには、要件を満たし、「研究機関」として文科省の指定を受ける必
要があります。調査・普及係では、申請書を確認し、指定の手続きを行っています。研究機関の新
設の支援をすることができ、学術研究の未来を支える仕事として魅力があります！

〇研修先ならではの経験について
　全国の研究機関とやり取りをしているため、官公庁や大学だけでなく
企業の視点も知って、視野の広がりを実感しています！人事課時代には
経験できなかった出張もあり、今度は佐賀大学へ行く予定です。
　さらに、施設見学の機会もあり、先日は東京大学で最先端の研究環境に触れる貴重な経験ができ
ました。また、懇談会等で他の研修生と交流することで、新たなつながりも生まれました。

〇研修生を志望した理由
　1年間の期限付きだからこそ、集中して様々なことを学べると思い研修生を志望しました。日本
の教育・研究の中心である文科省で予算編成や政策立案の現場を間近で経験し、教育行政の仕組み
を深く理解できる点も魅力です。この経験を富山大学でも活かしたいと考えています。また、東京
にはおいしいごはん屋さんや魅力的な場所がたくさんあるので、1年間かけて巡るつもりでいま
す！笑

人事交流・研修等

これまでの職歴

R4.4　総務部人事課

Part03　キャリアパス・各種制度



主な研修制度Part03　キャリアパス・各種制度

対　象 内　容

部長/次長
マネジメント研修（北陸地区）
国立大学法人等部課長級研修（国大協）

職員研修
（放送大学・
科目等履修）

課長 職員研修（e-ラーニング研修）マネジャークラス
評価者研修

課長補佐 職員研修（e-ラーニング研修）リーダークラス
国立大学法人等リーダーシップ研修（北陸地区）

係長 職員研修（e-ラーニング研修）サブリーダークラス
国立大学法人等新任係長・専門職員研修（北陸地区）

主任 職員研修（e-ラーニング研修）ミドルリーダークラス
国立大学法人等中堅職員研修（北陸地区）
国立大学法人等若手職員勉強会（国大協）

事務職員

新任職員

新任職員研修（ステップⅠ・Ⅱ・Ⅲ）
学内会計事務研修会
職員研修（e-ラーニング研修）フレッシュクラス
国立大学法人等初任者研修（北陸地区）



R6.4　採用（新卒）

〇メンター制度について
　入職後から毎月メンター面談を実施いただいています。メンター
の方は年が近い同性の先輩職員であるため、非常に相談しやすいです。
面談では大学職員として働く上で必要な事を教えていただいたり、
社会人１年目の不安からプライベートな悩みまで幅広く相談したり
しています。職員としての在り方や異動の話を伺う中で自身の
キャリア形成を考える契機ともなりました。入職後も継続して何でも
相談できるメンターの方がいる安心感が働きやすさに繋がっています。

〇先輩職員との昼食会について
　入職後間もなく行われた先輩との昼食会では、職場の雰囲気や同期との交流
など、入職１年目の経験を交えた話を聞くことで、本格的に業務が始まる前に
働くことへの不安を緩和することができました。

　不安や悩みが多い入職１年目から
相談しやすい環境が整っているため、
より早く職場の環境に馴染むことが
できました。私も新規採用者の方の
サポートができる職員になれるよう
励んでいきたいです。

新規採用職員サポーター制度Part03　キャリアパス・各種制度



勤務時間 ８：３０～１７：１５（１日７時間４５分・週３８時間４５分）

休日 土曜日、日曜日（完全週休２日制）、祝日、年末・年始（１２月２９日～１月３日）

休暇等 年次休暇、特別休暇、病気休暇、育児休業、介護休業等

給与・賞与
初任給：２２６，６００円～２６５，８４３円（地域手当含）※採用前の経歴で決定
昇　給：原則　年１回（１月）
賞　与：年２回（６月、１２月）

手当 通勤手当、扶養手当、住居手当等

福利厚生 健康保険・年金等（文部科学省共済組合）、労災保険、雇用保険加入

職場環境の向上
本学では、職場環境をより良くするために様々な取組をしています。
○ダイバーシティ推進センターの設置　　○安全衛生管理
○メンタルヘルス対策　　○ハラスメント防止対策　　等

労働条件等Part03　キャリアパス・各種制度



これまでの職歴

～H29.12　前職
H30.10　　入職　
　　　　　 研究推進部　研究振興課
　　　　　　　　（現：産学共創課）
R4.4　　　総務部　総務課
R6.4　　　総務部　人事課

４か月間の育児休業取得
（R6.11～R7.2）

〇育児休業について
　【育休取得のきっかけ】
　　・第一子が産まれ、初めての育児で夫婦ともに不安があった
　　・夫婦で育児や家事の負担を分担して、同じ目線で子育てに向き合いたい
　【不安だった点】
　　・仕事面について → 早い段階で上司に相談することで対応（引継、代替職員等）
　　・お金について → あらかじめ計画を立てておくとよいと感じた。
 　　　　　　　　　　毎月の給与が無くなる。（別途給付金あり）
　【育休中、大変だった点】
　　・心配事が尽きない　　　　　　　　　　・育児に関して正解がわからない
　　・一日一日があっという間に過ぎていく　・自分の時間が取れない
　【良かった点】
　　・子供が日々成長するのを夫婦一緒に間近で感じることができた
　　・仕事を離れ、家庭に集中することができた
　【職場復帰にあたり】
　　・周りの方のフォローもあり、スムーズに復帰できた
　【育休を取得してみての感想】
　　・育児や家事に関して当事者意識を持つようになった
　　　　　　　　　　　　　　　　→　母乳以外はパパもできる
〇ワークライフバランスについて　
　・民間企業に比べると、大学事務職員の休日はカレンダー通り（+お盆、年末年始休暇等）
　　のため、旅行等の計画を立てやすい　※個人的な感想
　・有給休暇、育児休業等の制度についても、活用しやすい環境にある
　・職場では育児や介護のため勤務時間を変更している方がおり、自分の将来の働き方の参
　　考にしている

育児休業制度Part03　キャリアパス・各種制度



Part03　キャリアパス・各種制度 主な育児関係制度

概　要 対　象

①育児部分休業 １日２時間まで休業

小１まで

②育児短時間勤務

以下の①～⑤から選択
 ①週５日勤務（３時間55分×５日）
 ②週５日勤務（４時間55分×５日）
 ③週３日勤務（７時間45分×３日）
 ④週３日勤務（７時間45分×２日＋３時間55分×１日）
 ⑤週19時間25分～24時間35分の範囲内となるような勤務形態

③時間外労働の制限 月24時間、年150時間以上の時間外労働をさせない

④時間外労働の免除 時間外労働をさせない

⑤深夜労働の制限 22時～５時の勤務をさせない

⑥育児早出遅出労働
始業時刻を７時以後、終業時刻を22 時以前に設定
※１日の勤務時間は所定のまま

小１まで
※学童等の場合は
　小６まで

⑦子の看護や学校行事等休暇 子の看護、予防接種、健康診断、学級閉鎖等、入園・卒園・入学式のための休暇 小３まで
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学長ビジョンPart04　大学概要



１，３９４名

昨年度比＋39名！

大学院生

Part04　大学概要 職員数・学生数（R7.5.1現在）

４４４名

７，９４７名

事務系職員

５５名 ３４名 ９５０名

※附属学校教員含

９５５名

技術系職員 技能系職員 教員 医療系職員

学部生

常勤職員数　２，４３８名

学生数　９，３４１名

２６３名 ３６２名

昨年度比＋41名！

海外派遣学生 外国人留学生



１，３９４名

大学院生

Part04　大学概要 事務組織

企画評価課

総務課

人事課

情報推進課

総務部

事務局

法人監査室

財務企画課

経理第一課

経理第二課

施設企画課

施設整備課

財務施設部

学務課

学生支援課

入試課

国際課

学務部

研究振興課

産学共創課

社会貢献課

学術コンテンツ課

研究推進部

人社系総務課

人社系学務課

芸術系総務・学務課

理工系総務課

理工系学務課

五福高岡地区事務部

総務課

経営管理課

学務課

病院企画課

医事課

医療支援課

杉谷地区事務部
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〇富山大学概要

　https://www.u-toyama.ac.jp/outline/pr/publication/about/

〇富山大学統合報告書

　https://www.u-toyama.ac.jp/outline/pr/publication/integrated/

〇動画でみる富山大学

　https://www.u-toyama.ac.jp/outline/overview/toyama-movie/

〇男性育児休業取得者インタビュー

　http://www3.u-toyama.ac.jp/danjo/seido/ikukyuu-interview/honbun/mens-top.html

その他参考情報Part04　大学概要



ご応募お待ちしております！


